
６月初旬から各公共施設などを通じて子供たちに無料で配布する「3 月のライオン」と「SANJO BEATERS.EXE」の A5 サイズのコラボステッカー

中野 直文イラストコーナー

中野 直文 なかの なおふみ

210mm

148mm

「３月のライオン」川本三姉妹と一緒に学ぼう、手の洗い方！

＃SocialDistancing

シール制作にご寄付頂いた企業様名を掲載いたします。

3x3 BALL 3x3 BALL 3x3 BALL 3x3 BALL 3x3 BALL 3x3 BALL 3x3 BALL 3x3 BALL 3x3 BALL

「きょり」をとろうね

3x3のボール９コぶんだよ（2メートル）

３月のライオン・SANJO BEATER S ステッカーを子供たちに無料配布
ソーシャルディスタンシング・手洗いの大切さを子供たちに伝えたい

　初めに、新型コロナウイルス感染症に罹患された皆様に心からお見舞い申し上げますとともに、一日も早い回復と、事態収
束を祈念いたします。

　この度、NPOソーシャルファームさんじょうでは、新型コロナウイルス感染症が拡大している状況を受け、地域の子供たちを
守るために「何ができるか」ではなく、「何をすべきか」を熟慮した結果、手洗いの大切さとソーシャルディスタンシングを実
践してもらうことを目的に、趣旨に賛同いただいた白泉社様から使用許可を得て「3月のライオン」と「SANJO BEATERS.EXE」
のコラボステッカーを制作することになりました。

　このプロジェクトを実施するに当たり、「未来を担う子供たちを守り育むために」と、経済的価値と社会的価値の両立を目
指す企業様から御協力をいただきました。改めて御礼申し上げます。

　今後も地域のひとづくりに貢献していく所存です。皆様の御協力を宜しくお願いいたします。

※本事業を通じた寄付で NPO ソーシャルファームさんじょう及び SANJO BEATERS が収益を得ることはありません。
※制作費の不足分が発生した場合は NPO ソーシャルファームさんじょうが負担します。

半農半イラストレーターとして 2020
年４月から活動。自粛ムードの中イラ
ストで何か出来ないか日々奮闘中です。

難易度高め、自宅でチャレンジ
「大人の曼荼羅塗り絵」

農業未体験の自身の感想を込め
てイラストで表現

新型コロナウイルスの収束を祈
願し作成した「あまびえ」

NPO ソーシャルファームさんじょう 代表 柴山 昌彦

三条市地域おこし協力隊（下田チーム）活動報告
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機械が入れない場所は手植えで対応しています。

耕作放棄地になっていた南五百川地内の棚田での田植は、2016 年から始めて今年で５回目となります。

制作・連絡先 三条市地域おこし協力隊 　NPO 法人 ソーシャルファームさんじょう
TEL 0256－64－8116（旧荒沢小学校内）FAX 0256－64－8122　Mail sfs150512@gmail.com

メニュー10%割引券

要予約：080-5914-5689 場 所：旧荒沢小学校
平日 9:30～18:00

※行事等により、日曜営業は変更になることがございます。
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有効期限～ 令和 2年 6月末日まで

・至福の頭ほぐしコース
・全身バランス整体

・フットリフレクソロジー

営 日曜 9:00～16:00

みーニャンの下田ネタコーナー協力隊の今月の一冊 推薦者：井上 佳純

知ってますか？「鍛冶ガール」

皆さんは「鍛冶ガール」知ってますか？三条マルシェの
公式キャラクターで 2月のマルシェで華々しいデビュー
を飾りました。「地元である三条市の歴史や伝統を全国へ
広めながら、三条市をより楽しく面白くしたい」という
コンセプトの下に活動しています。みーニャンの推しは
下田出身の子で中浦姫子さん（ピンクの髪でヤットコを
持っている子です）。「鍛冶ガール」で検索してみてニャ！

あなたは毎日どんな「時間」を過ごしていますか？「もっ
と効率よく、生産的に！」という現代社会の中で、主人
公のモモは私たちに「本当に大切なもの」を問いかけて
くれます。児童文学と侮ることなかれ！かつて子供だっ
た全ての皆さんに読んでほしい！ファンタジーの世界の
中で想像力を目一杯かきたてながら、”モモのところに
行ってごらん”。

モモ

鍛冶ガール公式 Twitter「@kaji_girl」

ミヒャエル・エンデ作 / 絵
大島かおり訳

今年も田植が終わりました。
　５月17日、三条市南五百川の棚田で田植を行いました。例年どおりであれば
ワークショップとして外部の方たちをお招きするところですが、新型コロナウ
イルスの感染拡大の影響もあり御指導いただく農家さんと地域おこし協力隊
下田チームだけでの田植となりました。

　当日は朝から曇天で天候が荒れることが懸念されましたが、田植作業の間
は小雨で済んでくれました。また、農業未経験者も多く、途中ヒルに血を吸
われたりと悪戦苦闘しましたが、無事に田植を終えることができました。


